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1. 調査団員・氏名 

 
1-1. 基本設計調査（第 1次） 

担当業務 氏名 所属先

総括 青木  眞 独立行政法人国際協力機構 
無償資金協力部次長  

計画管理 増田 淳子 独立行政法人国際協力機構無償資金協力部 
業務第三グループ農漁村開発チーム 

業務主任／漁港運営計画 高橋 邦明 水産エンジニアリング株式会社 

建築計画／設備計画 内田  昭 水産エンジニアリング株式会社 

施工計画／積算 隠木 俊人 水産エンジニアリング株式会社 

機材計画／調達計画／積算 鳥居 道夫 水産エンジニアリング株式会社 

海象調査 岡田 伸司 水産エンジニアリング株式会社 

葡語通訳 松崎 洋子 水産エンジニアリング株式会社 

 
 
1-2. 基本設計調査（第 2次） 

担当業務 氏名 所属先

総括 白井 健道 独立行政法人国際協力機構 
セネガル事務所 次長  

技術参与／水産土木 大村 智弘 独立行政法人水産総合研究センター 
水産工学研究所 研究員 

施設維持管理 福若 雅一 独立行政法人国際協力機構 
セネガル事務所 無償資金協力調査員 

計画管理 栗元  優 独立行政法人国際協力機構 
セネガル事務所 所員 

業務主任／漁港運営計画 高橋 邦明 水産エンジニアリング株式会社 

港湾土木 河野 晴行 水産エンジニアリング株式会社 

施工計画／積算／ 
自然条件調査 

隠木 俊人 水産エンジニアリング株式会社 

環境社会配慮 赤井 由香 水産エンジニアリング株式会社 

海象調査 岡田 伸司 水産エンジニアリング株式会社 

葡語通訳 田辺 早苗 水産エンジニアリング株式会社 
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1-3. 基本設計概要説明 

担当業務 氏名 所属先

総括 正木 寿一 独立行政法人国際協力機構無償資金協力部 
管理・調整グループ管理チーム長 

計画管理 増田 淳子 独立行政法人国際協力機構無償資金協力部 
業務第三グループ農漁村開発チーム 

業務主任／漁港運営計画 高橋 邦明 水産エンジニアリング株式会社 

建築計画／設備計画 内田  昭 水産エンジニアリング株式会社 

葡語通訳 田辺 早苗 水産エンジニアリング株式会社 
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2. 調査行程 

 
2-1. 基本設計調査（第 1次） 

   官団員 ①、② ③、④、⑥ 
1 1月7日 土  成田(12:50)→ﾊﾟﾘ(17:25) 成田(12:50)→ﾊﾟﾘ(17:25) 

ﾊﾟﾘ(19:50)→ﾘｽﾎﾞﾝ(21:20) 
2 8日 日 成田(09:55)→ 

ﾊﾟﾘ(14:35) 
  

調達事情・積算関連調査 
   ﾊﾟﾘ(16:10)→ﾀﾞｶｰﾙ(20:55)   
3 9日 月 大使館､JICA事務所､カーボ査証取得 

ﾀﾞｶｰﾙ(19:50)→ﾌﾟﾗｲｱ(20:05) 
ﾘｽﾎﾞﾝ(11:30)→ﾌﾟﾗｲｱ(14:10) 

4 10日 火 先方政府機関 （外務省・環境農業漁業省）表敬､ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ説明、ﾌﾟﾗｲｱ漁港視察 
5 11日 水 先方政府機関協議 （外務省、内閣府・経済成長および競争力省、環境農業漁業省等） 
   官団員、①、② ③、④、⑥ 
6 12日 木 ﾌﾟﾗｲｱ(13:40)→ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ(14:05) ﾌﾟﾗｲｱ(06:20)→ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ(07:15) 

現地調査準備 
   実施機関(CPCI) ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾚﾎﾟｰﾄ説明 
7 13日 金 実施機関(CPCI)協議、INTERBASE調査 
8 14日 土 ｻｲﾄ、関連施設調査 
   官団員、①、②、⑥ ③ ④ 
9 15日 日 ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ(09:55)→ﾌﾟﾗｲｱ(10:55) 資料整理 資料整理 

10 16日 月 環境農業漁業省 協議 自然条件調査 漁業実態調査 
11 17日 火 環境農業漁業省 協議 自然条件調査 漁業実態調査 
   官団員 ①、②、⑥ ③ ④ 

12 18日 水 議事録署名 議事録署名立会い 自然条件調査 漁業実態調査 
   ﾌﾟﾗｲｱ(20:10)→ 

ﾀﾞｶｰﾙ(23:10) 
社会・経済関連調査   

13 19日 木 大使館､JICA事

務所 
ﾀﾞｶｰﾙ(23:40)→ 

ﾌﾟﾗｲｱ(13:40)→ 
ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ(14:30) 

自然条件調査 漁業実態調査 

14 20日 金 →(06:10)ﾊﾟﾘ
(16:45) 

社会・経済関連調査 自然条件調査 機材使用状況 
実態調査 

15 21日 土 →成田(12:40) 社会・経済関連調査 自然条件調査 機材使用状況 
実態調査 

16 22日 日  資料整理 
   ①、⑥ ② ③ ④ 

17 23日 月 既存施設 
活動状況調査 

既存施設・ 
設備調査 

調達事情・積算 
関連調査 

類似施設 
機材調査 

18 24日 火 漁港運営 
実態調査 

既存施設・ 
設備調査 

調達事情・積算 
関連調査 

類似施設 
機材調査 

19 25日 水 漁港運営 
実態調査 

既存施設・ 
設備調査 

施工計画関連調査 類似施設 
機材調査 

20 26日 木 活動・運営実態 
調査(関連施設) 

類似施設調査 労務事情調査 機材／調達調査

21 27日 金 活動・運営実態 
調査(関連施設) 

類似施設調査 環境法令・関連法規 
調査単価調査 

機材／調達調査

22 28日 土 水産物流通調査 建設事情・ 
実情調査 

環境法令・関連法規 
調査単価調査 

機材／調達調査

23 29日 日 ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ(09:55)→ﾌﾟﾗｲｱ(10:55) 
 

24 30日 月 環境農業漁業省 
報告 

建設事情・実情調査・単価調査・機材／調達調査 
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   ①、② ③ ④、⑥ 
25 31日 火 補足調査 ENAPOR（港湾公社）にて 

既往資料調査 
ﾌﾟﾗｲｱ(04:45)→ 

(9:45)ﾘｽﾎﾞﾝ 
26 2月1日 水 ﾌﾟﾗｲｱ(20:10)→ﾀﾞｶｰﾙ(23:10) 港湾公社、気象庁にて海象ﾃﾞｰﾀ

の収集 
単価調査・機材／調達調査

 
27 2日 木 大使館､JICA事務所、調達調査 建設事情調査（砕石場、採砂場

等） 
ﾘｽﾎﾞﾝ(15:15)→(18:45)ﾊﾟﾘ

(23:15)→ 
28 3日 金 調達調査 

ﾀﾞｶｰﾙ(23:40)→ 
ﾌﾟﾗｲｱ(13:40)→ 
ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ(14:30) 

→成田(19:00) 

29 4日 土 →(06:10)ﾊﾟﾘ(13:20)→ 海象調査機器受入準備、 
海象ﾃﾞｰﾀ収集 

 

30 5日 日 →成田(09:20) 資料整理  
 

    
 

   

   ③ ⑤   
31 6日 月 海象調査機器受入準備、 

海象ﾃﾞｰﾀ収集 
成田（21:55）→ 1  

32 7日 火 海象調査機器受入準備、 
海象ﾃﾞｰﾀ収集 

ﾊﾟﾘ（4：35）（16：10）→ 2  

33 8日 水 波高計設置用傭船、 
ﾀﾞｲﾊﾞｰ等手配 

ﾀﾞｶｰﾙ（20：55） 
ﾀﾞｶｰﾙ（23：50）→ 

3  

34 9日 木 波高計設置用傭船、 
ﾀﾞｲﾊﾞｰ等確認 

ﾌﾟﾗｲｱ（00：50） 
ﾌﾟﾗｲｱ（16：40）→ 
ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ（17：30） 

4  

35 10日 金 海象調査／ 
波高計準備立会い 

海象調査（設置場所決め）／ 
波高計準備 

5  

36 11日 土 波高計設置 立会い 
 

波高計設置 6  

37 12日 日 波高計計測 立会い 
 

波高計設置 7  

38 13日 月 波高計計測 立会い 波高計計測 
（正常作動ﾁｪｯｸ） 

8  

39 14日 火 ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ（17：50）→ 
ﾌﾟﾗｲｱ（18：50） 

ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ（17：50）→ 
ﾌﾟﾗｲｱ（18：50）（20：10） 
→ﾀﾞｶｰﾙ（23：10） 

9  

40 15日 水 環境農業漁業省報告 
ﾌﾟﾗｲｱ（13：00）→ｻﾙ（13:30)
（15:00)→ﾘｽﾎﾞﾝ（19：40） 

ﾀﾞｶｰﾙ（23：40）→ 10  

41 16日 木 ﾘｽﾎﾞﾝ(11：20)→ﾊﾟﾘ 
 

ﾊﾟﾘ（6：10）（23：15）→ 11  

42 17日 金 ﾊﾟﾘ（13：20）→ 
 

成田（19：00） 12  

43 18日 土 →成田 
 

  

 
① 業務主任／漁港運営計画、② 建築計画／設備計画、③ 施工計画／積算 

④ 機材計画／調達計画／積算、⑤ 海象調査、⑥ 葡語通訳 
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2-2. 基本設計調査（第 2次） 

   JICA 官団員 ① ④ ⑥ ② ③ 
1 2 月 26 日 日   成田(12：50)→（17：25）ﾊﾟﾘ

2 27 日 月 

  
  
  
  

成田（12：50）→ 
（17：25)ﾊﾟﾘ(19：50）→ 

（21：20）ﾘｽﾎﾞﾝ 

ﾊﾟﾘ(16:10)→ 
(20:55)ﾀﾞｶｰﾙ 

3 28 日 火 

  
  
  

成田(09:35)→(14:25)ﾊﾟﾘ
(16:10)→(20:55)ﾀﾞｶｰﾙ 

ﾘｽﾎﾞﾝ（14：00）→ 
→(17:00)ﾌﾟﾗｲｱ 

査証取得 
ﾀﾞｶｰﾙ（23：50）→ 

4 3 月 1 日 水 大使館、JICA 事務所、 
査証取得 ﾀﾞｶｰﾙ(23:50)→ 環境関連調査 →(00:50)ﾌﾟﾗｲｱ（14：00）→ 

（14：55）ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ 

5 2 日 木 →(00:50)ﾌﾟﾗｲｱ 
経済省、 外務省協議、 環境・農業・漁業省 協議 

CPCI 既存土木 
施設調査 

6 3 日 金 
ﾐﾆｯﾂ署名 

ﾌﾟﾗｲｱ(14:00)→(14:55)ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ 
CPCI 協議／INTERBASE・商港等視察 

DGMP、ENAPOR 等 
打合せ 

7 4 日 土 CPCI 調査 CPCI 既存土木施設調査 
8 5 日 日 CPCI 調査 港湾施設調査 

9 6 日 月 CPCI 調査、漁船組合との協議 
ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ(18:05) → （19:05)ﾌﾟﾗｲｱ 

10 7 日 火 環境・農業・漁業省、環境総局 報告 
11 8 日 水 ﾌﾟﾗｲｱ(20:10)→(23:10)ﾀﾞｶｰﾙ 環境関連調査 運輸・海洋省等打合せ 

12 9 日 木 大使館(中間報告) 
ﾀﾞｶｰﾙ(23:40)→ 環境関連調査 土木関連 

調査 
施工・積算 
関連調査 

13 10 日 金 →(06:10)ﾊﾟﾘ(10:35)→ ﾌﾟﾗｲｱ（14：00）→（14：55）ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ 
14 11 日 土 

  
  
  

→（06:50）成田 CPCI 調査 
   ④ ⑥ ② ③ ⑤ 

15 12 日 日 資料整理・団内協議 成田（12：50）→

（17：25）ﾊﾟﾘ 

16 13 日 月 環境関連調査 通訳業務 土木関連調査
施工・積算 
関連調査 

ﾊﾟﾘ(16:10)→ 
(20:55)ﾀﾞｶｰﾙ 

17 14 日 火 環境関連調査 〃 土木関連調査
施工・積算 
関連調査 

ﾀﾞｶｰﾙ 
（23：50）→ 

18 15 日 水 
環境関連調査 

ｻﾝｳﾞｨｾﾝﾃ(18：05)
→ﾌﾟﾗｲｱ（19：05）

〃 土木関連調査
施工・積算 
関連調査 

→ﾌﾟﾗｲｱ(00:50) 
ﾌﾟﾗｲｱ（14：00）→

(14：55）ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ

19 16 日 木 ﾌﾟﾗｲｱ（7：30）→

ﾘｽﾎﾞﾝ（12：30） 〃 土木関連調査 自然条件調査 調査機材準備 

20 17 日 金 ﾘｽﾎﾞﾝ（07：40）→

ﾊﾟﾘ(11:10)（13：20） 〃 土木関連調査 自然条件調査 深浅測量 

21 18 日 土 →（09:20）成田 〃 土木関連調査 自然条件調査 深浅測量 
22 19 日 日 〃 深浅測量 
23 20 日 月 〃 土木関連調査 自然条件調査 波高計回収 
24 21 日 火 〃 土木関連調査 自然条件調査 波高計回収 
25 22 日 水 ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ（10：35）→（11：35）ﾌﾟﾗｲｱ 

26 23 日 木 ﾌﾟﾗｲｱ（7：30）
→ﾘｽﾎﾞﾝ(12：30）

環境・農業・漁業省 報告 
ﾌﾟﾗｲｱ（20：10）→ﾀﾞｶｰﾙ（23：10） 

27 24 日 金 
ﾘｽﾎﾞﾝ（07：40）
→ﾊﾟﾘ(11:10)
（13：20）→

大使館、JICA 事務所報告 
ﾀﾞｶｰﾙ（23：40）→ 

28 25 日 土 →（09:20）成田 →（06：10）ﾊﾟﾘ（13：20）→ 
29 26 日 日 

  
  
  
  
  
  
  
  

  →（9：20）成田 

① 業務主任／漁港運営計画、② 港湾土木、③ 施工計画／積算／自然条件調査 

④ 環境社会配慮、⑤ 海象調査、⑥ 葡語通訳 
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2-3. 基本設計概要説明 

   総括(JICA) 計画管理(JICA) ①、②、③ 
1 10月31日 火 成田(11:05)→ 

ﾊﾟﾘ(15:45) 
成田(12:50)→ 
ﾊﾟﾘ(17:25) 

2 11月1日 水 ﾊﾟﾘ(16:40)→ 
ﾀﾞｶｰﾙ(21:25) 

ﾊﾟﾘ(16:40)→ 
ﾀﾞｶｰﾙ(21:25) 

3 2日 木 日本大使館､JICAｾﾈｶﾞﾙ事務

所表敬 
ﾀﾞｶｰﾙ(15:00)→ﾌﾟﾗｲｱ(15:15) 

 

日本大使館､JICAｾﾈｶﾞﾙ事務所

表敬 
ﾀﾞｶｰﾙ(15:00)→ﾌﾟﾗｲｱ(15:15) 

4 3日 金 運輸･ｲﾝﾌﾗ･海洋省表敬､水産

局及び経済･成長･競争省協

議 

ﾀﾞｶｰﾙ(16:45)→ 
ﾌﾟﾗｲｱ(17:45) 

運輸･ｲﾝﾌﾗ･海洋省表敬､水産局

及び経済･成長･競争省協議 

5 4日 土 ﾌﾟﾗｲｱ(06:05) → ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ(07:00) 
CPCI､INTERBASE 協議､CPCI利用漁民協議 

6 5日 日 CPCI協議 
 

7 6日 月 ｻﾝ･ｳﾞｨｾﾝﾃ(10:20) → ﾌﾟﾗｲｱ(11:20) 
水産局と協議 

8 7日 火 水産局と協議 
 

9 8日 水 外務･協力･ｺﾐｭﾆﾃｨ省国際協力局 協議 
水産局 協議 (議事録 協議) 

10 9日 木 水産局 最終協議､ 議事録 署名 
ﾌﾟﾗｲｱ(16:05) → ﾀﾞｶｰﾙ(18:20) 

11 10日 金 日本大使館､JICAｾﾈｶﾞﾙ事務所 報告 
ﾀﾞｶｰﾙ(23:40)→ 

12 11日 土 ﾊﾟﾘ(06:05)(16:45)→ 
 

ﾊﾟﾘ(06:05)(10:30)→ 

13 12日 日 成田(12:40) 
 

成田(06:50) 

 
① 業務主任／漁港運営計画、② 建築計画／設備計画、③ 葡語通訳 

付－6 



3. 関係者（面会者）リスト 

 
3-1. 基本設計本格調査（第 1次及び第 2次） 

面談者 役職 
A SOCIACAO DE PESCZ DE CABO VERDE：Apesc（カーボヴェルデ船主組合） 
Nelson Atanázio Ferreira Santos Presidente（組合長） 
Manuel do Rosário da Graça Vice-Presidente（副組合長） 
Ilídio Augusto Duarte Armador（漁師） 
Manuel António Ferreira  Armador mestre（漁師） 
José António Brito Armador mestre（漁師） 
Viriato António Dias Armador mestre（漁師） 
José Augusto Duarte Armador（漁師） 
José Luís Rosário da Graça Armador（漁師） 
Associação de Body Bord,Surfistas e Skin Bord de São Vicente（環境 NGO） 
José Augusto Almeida Duarte Presidente（代表） 
CAIS DE PESCA, PORTO DA PRAIA（プライア漁港） 
Jose Manuel Neves Fortes Director 
Gabriel Santos Delgado ENGENHEIRO（冷凍エンジニア） 
CÂMARA MUNICIPAL DE MINDELO（ミンデロ市役所） 
Dra Jsaura Tauaros Ramos Presidente（市長） 
Benvindo Lopes da Cruz Vice Presidente（助役） 
José Carlos S.Bettencourt Director Ambiente, Abastecimento e Equipamento（環境部

長） 
Rafael Silva Engenheiro responsável pelo saneamento 
Luis Custódio Mendes Gabinete de Obras 
Mariano Freitas Cid Serviços de Urbanismo e Arquitetura 
Maria de Fátima Santos Cruz 
Almeida 

Mestre em Gestão e Conservação Ambiental 

Zeferino Calazans Fortes  
Cova Inglesa Fisheries Complex（コバ･イングレサ漁業公社） 
P. Roma Ramos Executive Director（管理局長） 
DELEGAÇÃO DO MAAP, SÃO VICENTE（環境･農業･水産省 サン･ヴィセンテ事務所） 
Paulo Ferreira Santos INSPECTOR, MÉDICO VETERINÁRIO（検査官･獣医）

Direcção Geral do Ordenamento do Território e Habitat, Ministério das Infraestruturas e 
Transportes（国土交通省） 
Maria da Luz Mota Bettencourt 
Modesto 

Directora de serviço 

DIRECÇÃO GERAL DE MARINHA E PORTOS（DGMP）（海運･港湾局） 
Manuel Claudino Monteiro CAPITÃO（ポートキャプテン） 
Direcção Nacional do Ambiente：DGA（環境総局） 
Pedro Ramos Director de Serviços de Informação e Seguimento da 

Qualidade Ambiental（局長） 
Manuel Adilsom Cardoso Fragoso Engenheiro químico e mestre em gás natural, Divisão de 

serviço de asuuntos jurídicos e avaliação de impacto 
ambiental（技術者） 

Empresa de Electricidade e Aguas – ELECTRA, s.a. （電力会社） 
Antonio Marques Director（業務部長） 
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面談者 役職 
ENACOL （石油公社） 
Angelo Firmino Gonçalves Direcção Comercial（業務部長） 
ENAPOR（港湾管理公社） 
Franklim Spencer Chairman of the Board（総裁） 
Adriano Antonio Soares Administracao Central（監査役） 
Osvaldo Lima Lopes Technical Director（技術者） 
FRESCOMAR（缶詰会社） 
Miguel Pinto President 
INSTITUTO METEOROLÓGICO 
Bruno Farias SISMÓLOGO 
Instituto Nacional de Gestão de Recursos Hídricos：INGRH（水質分析ラボラトリー） 
Antonio Pedro Pina Reponsável de laboratório  

Engenheiro químico 
Instituto Nacional de Desenvolvimento das Pescas（INDP）（国立漁業開発研究所） 
Carlos Alberto Monteiro Biologo Marinho（研究員） 
Vito de Deus Melo Ramos （研究員） 
INTERBASE（水産物流通公社） 
Carlos Alberto Ramos Faria Director General 
Ministry of Foreign Affaires, Cooperation and Community（外務･協力･コミュニティ省） 

Antonio Pedro Alves Lopes Director General, Direction General of International 
Cooperation（局長） 

Miriyam Vieirs Desk Officer（職員） 
Ministry of Economy, Growth and Competitiveness（経済･成長･競争省） 
Rui Carlos Santos Coordinator, Growth and Competitiveness Project 
Ministry of Environment, Agriculture and Fisheries（環境･農業･水産省） 
Maria Madalena Neves Minister 
Carvacho Maria Edelmira Director General, Direction of Fisheries 
Iolanda Filomena Dias Brites Technician 
PORTO DA MINDELO（ミンデロ漁港） 
阿部 健一郎 漁港利用船主 
Jose Augusto Duarte 漁港利用船主 
SALAMANSA, SÃO VICENTE（サラマンサ村、サン･ ヴィセンテ） 
Hermenengildo da Cruz PESCADOR（漁師） 
在セネガル日本大使館 
中島 明 大 使 
高沢 昭博 一等書記官 
熊田 純子 二等書記官 
JICA セネガル事務所 
小西 淳文 所 長 
白井 健道 次 長 
加藤 隆一 次 長 
若林 基冶 所 員 
飯村 学 所 員 
福若 雅一 無償資金協力調査員 
小野 岩雄 JICA 専門家 
※アルファベット順に記載。 
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3-2. 基本設計概要説明 

面談者 役職 
A SOCIACAO DE PESCZ DE CABO VERDE：Apesc（カーボヴェルデ船主組合） 
Manuel do Rosário da Graça Vice-Presidente（副組合長） 
Ilídio Augusto Duarte Armador（漁師） 
Manuel António Ferreira  Armador mestre（漁師） 
José Augusto Duarte Armador（漁師） 
Francisco Andú Lima Armador（漁師） 
Cova Inglesa Fisheries Complex（コバ･イングレサ漁業公社） 
P. Roma Ramos Executive Director（管理局長） 
INTERBASE（水産物流通公社） 
José Luis M. Rocha （技術局長） 
Ministry of Foreign Affaires, Cooperation and Community（外務･協力･コミュニティ省） 

Antonio Pedro Alves Lopes Director General, Direction General of International 
Cooperation（局長） 

Antonio Ramos Desk Officer（職員） 
Ministry of Economy, Growth and Competitiveness（経済･成長･競争省） 
Rui Carlos Santos Coordinator, Growth and Competitiveness Project 
Ministry of Infrastructure, Transportation and Marine（インフラ･運輸・海洋省） 
Manoel Inocêncio Souza 大臣 
Patrícia Miranda Alfama 局長代理 
Iolanda Filomena Dias Brites 技師 
在セネガル日本大使館 
迫 久展 参事官 
高沢 昭博 一等書記官 
角田 崇成 一等書記官 
JICA セネガル事務所 
伊禮 英全 所長 
野田 久尚 次長 
若林 基治 所員 
加藤 浩一 所員 
福若 雅一 無償資金協力調査員 
小野 岩雄 JICA 専門家 
※アルファベット順に記載。 
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4. 討議議事録（M/D） 

 

4-1. 基本設計調査（第 1次）M/D 

  4-1-1. ポルトガル語版 

  4-1-2. 和文仮訳 

 

4-2. 基本設計調査（第 2次）M/D 

  4-2-1. ポルトガル語版 

  4-2-2. 和文仮訳 

 
4-3. 基本設計概要説明 M/D 

  4-3-1. ポルトガル語版 

  4-3-2. 和文仮訳 

 

 















































































5.  事業事前計画表 

1. 案件名 

 カーボヴェルデ共和国ミンデロ漁港施設拡張計画 

2. 要請の背景 

カーボヴェルデは、アフリカ西岸セネガル沖にある島嶼国家であり、広大な経済

水域を有しているが、陸域面積は狭く火山性の土地はやせており、植物の生育に適

さず、農業に適した土地は国土の 10%程度とされている。国内資源が乏しいため、

食料等の輸入が極めて大きく、毎年大幅な輸入超過となっており、2003 年の貿易収

支は 282 億 CVE の赤字となっている。また、第 1 次産業の発展は遅れており、地方

労働人口の所得は向上していないため、村落住民の貧困度は改善されていない。2000

年の国勢調査によると人口は 434 千人であるが、その 17%は最貧困層、20%は貧困層

とされている。 

カーボヴェルデの成長及び貧困削減戦略文書（GPRSP）では、貧困の特徴として、

村落部の農民及び漁民に貧困層が多いことをあげている。村落部停滞と低所得の原

因は、気象変動と高い人口増加率等とされ、貧困削減戦略の柱として、雇用の創出

や基本インフラの整備改善等をたてている。第 1 次産業の中で、農業の GDP に占め

る割合は 1998 年の 10.2%から、2004 年には 8.1%と低下してきており不振が続いてい

るが、漁業は 1.4%から 2.1%と着実に増加してきている。食料供給の面でも漁業は重

要な役割を果たしてきており、一人当たり魚類摂取量は 11.9g／人日(1992 年)から 23g

／人日(2001 年)へと年々増大してきている。また、農産物輸出に占める水産物輸出比

率が 76.8%となり、輸出が少ないカーボヴェルデの外貨獲得に重要な貢献をしてい

る。さらに、労働人口に占める漁民の比率が 7.7%と地方村落の雇用の面でも漁業が

特に重要な役割を果たしている。 

ミンデロのコバ・イングレサ漁業基地（CPCI）は、サン・ヴィセンテ島周辺の半

企業型漁船を主な対象とした新漁港として、1998 年度及び 1999 年度に無償資金協力

により整備された。CPCI の氷供給は年間氷販売量を 1,730 トンと計画され、2005 年

氷販売量は 2,410 トンにのぼっているが、同じくミンデロの冷蔵冷凍公社である

INTERBASE が製氷設備老朽化により 2005 年より生産を停止したため、サン・ヴィ

センテ島では現在、年間約 1,000 トン程度氷供給が減少している。他方、前基本設計

時より漁船が氷を購入する量が増えているため、出漁漁船に対する氷供給が大幅に

不足し、氷需要が多い日には供給制限をしていても氷待ち漁船に氷供給が行き渡ら

ない状況となっており、漁船の操業機会が失われており、氷の供給量拡大が緊急の

課題とされている。 
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3. プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

サン・ヴィセンテ島において、漁船用氷が安定的に供給される。 

裨益対象（サン・ヴィセンテ島漁民 264 人、住民 6 万 7 千人）（2000 年国勢調査）

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ミンデロ漁港の製氷・貯氷施設が増強される。 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア. 製氷貯氷施設を整備する/機材を調達する。 

イ. 製氷、氷販売のための人員を配置する。 

ウ. 上記施設・機材を使用して、製氷し、漁船に供給する。 

(4) 投入（インプット） 

ア． 日本側（本案件）：無償資金協力 2.97 億円 

イ． 相手国側： 

(ア) 必要な人員 

(イ) 敷地整地、取り付け道路の砂利舗装 

(ウ) 施設・機材の運営/維持管理に係る経費 

(5) 実施体制 

  実施機関 ：コバ・イングレサ漁業基地公社（CPCI） 

  主管官庁 ：インフラ・運輸・海洋省水産局 

 

4. 無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

カーボヴェルデ国サン・ヴィセンテ島ミンデロ市 

(2) 概要 

① コバ・イングレサ漁業基地内において製氷貯氷施設の建設 

② コバ・イングレサ漁業基地既存製氷・貯氷施設の改良工事 

③ 氷供給時漁船係留用機材の調達 

(3) 相手国負担事項 

特になし 

(4) 概算事業費 

概算事業費 3.09 億円（無償資金協力 2.97 億円、「カ」国側負担 0.12 億円） 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め、約 15 ヶ月（予定） 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

特になし 
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5. 外部要因リスク 

(1) 異常気象や海象の変化により、サン・ヴィセンテ島周辺の漁場条件や漁獲量が変動す

れば、成果指標値に影響が及ぶことがあり得る。 

(2) 魚類需要と市場価格の変動等により、サン・ヴィセンテ島の漁船が首都プライアに水

揚げする等の変化により、ミンデロへの水揚げ量に影響を及ぼすことがあり得る。 

(3) ミンデロの電力事情、水道事情が悪化した場合、氷生産量に影響が及ぶことがあり得

る。 

6. 過去の類似案件からの教訓の活用 

 特になし。 

7. プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

成果指標 現状の数値 目標年における計画値 

①漁船に対する氷供給量 1,889 トン/年 4,067 トン/年 

②サン・ヴィセンテ島周辺

漁獲物に対する施氷率 
73.5% 158.3% 

  

(2) 評価のタイミング 

 2010 年以降（施設完工後 2 年経過後） 
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6. 収集資料リスト 

番

号 
名称 

形態 

図書・ﾋﾞﾃﾞｵ 

地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ・ｺﾋﾟｰ 発行機関 発行年

1 Decreto Legislative no 14/97 
レポート 

コピー 環境総局、プライア 
1997 

2 Decreto-Lei. no 7/2004 
レポート 

コピー 環境総局、プライア 
2004 

3 Decreto-Lei. no 31/2003 
レポート 

コピー 環境総局、プライア 
2003 

4 修士論文：ミンデロ湾の水質環境 
レポート 

コピー 
Ms.Maria de Fatima Santos Cruz 

Almeida／ 

2004 

5 水質データ（2005.5） 
レポート 

コピー CPCI／INIDA 
2005 

6 水質データ（2003.2） 
レポート 

コピー CPCI／INIDA 
2003 

7 INDP 組織図 
図 

コピー INDP 
2006 

8 港湾計画図 
レポート 

コピー MIT、DGMP、ENAPOR 
 

9 沈船調査報告書 
レポート 

コピー DGMP 
 

10 航空写真 
写真 

コピー MIT/DGOTH 
 

11 航空写真 
写真 

コピー MIT/DGOTH 
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番

号 
名称 

形態 

図書・ﾋﾞﾃﾞｵ 

地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ・ｺﾋﾟｰ 発行機関 発行年

12 ポルトグランデ港海図 
海図 

 DGMP 
 

13 ポルトグランデ港海図 
海図 

 USNAVY 
 

14 ポルトグランデ港海図 
海図 

 USNAVY 
 

15 ミンデロ市汚水処理将来計画図 
図面 

コピー ETAR 
 

16 
Minor Field Study of the Wastewater Treatment Plant at 

Ribeira da Vinha, Mindelo, Cape Verde 

レポート 

コピー 

ミンデロ市役所環境課／Lund 

Institute of Technology, University of 

Lund（スウェーデン・ルンド大学水環境

工学部） 

1992 

17 
LIVRO BRANCO SOBRE O ESTADO DO AMBIENTE 

2004 

 
 環境総局、プライア 

2004 



 

 

 

 

 

 

 

７． その他の資料・情報 

 

 

７－１：   自然条件調査関連資料 

 

 

７－１－１： 陸上・海底地形測量図 

 

７－１－２： 海象観測結果 

 

７－１－３： 港内静穏度電算解析結果 

 

７－１－４： 防波堤等基本設計案 

 

７－１－５： 平板載荷試験結果 

 

７－１－６： 水質試験結果 
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資料７－１－１： 陸上・海底地形測量図 

 



 

資料７－１－２： 海象観測結果 

 

（１）観測結果（St-1） 

 

 

図-１ Sｔ－１の観測結果 
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（２）観測結果（St-２） 

 

 

図-２ Sｔ－２の観測結果 
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（３）観測結果（St-３） 

 

 

図-３ Sｔ－３の観測結果 
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（４）観測結果（St-４） 

 

 

図-４ Sｔ－４の観測結果 

※2006 年 3 月１日以降の記録は、波高計(St-4)が現地で盗難に遭った為、欠測。 
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付－

（５）波高階級別発生頻度（有義波、最高波） 
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波高
(m)

周期
(sec)

波高
(m)

周期
(sec)

波高
(m)

周期
(sec)

波高
(m)

周期
(sec)

流速
(cm/s)

流向
(°)

流速
(cm/s)

流向
(°)

St-1　(観測波数=139,065波)

平均 0.25 3.8 0.40 6.0 0.51 7.3 0.70 8.2 5.93 11.4 2.7 224 35.8 218 326 324

最大 0.56 7.0 0.91 10.6 1.17 11.4 1.62 13.9 6.57 24.5 8.8 358 97.6 346 333 331

最小 0.10 2.3 0.16 3.1 0.21 2.8 0.29 1.9 5.37 4.6 0.1 6 13.6 116 315 313

St-2　(観測波数=97,068波)

平均 0.16 2.6 0.26 4.3 0.34 5.9 0.48 7.7 4.74 8.0 2.4 218 28.6 234 316 313

最大 0.31 4.5 0.52 8.4 0.66 10.5 0.85 13.8 5.38 14.9 8.1 359 60.1 350 323 321

最小 0.07 1.6 0.12 2.1 0.16 2.4 0.21 0.9 4.18 3.8 0.2 1 13.3 102 301 299

St-3　(観測波数=5,4064波)

平均 0.11 4.3 0.21 7.4 0.27 8.9 0.35 9.5 4.24 6.0 1.0 261 11.7 237 275 267

最大 0.19 7.7 0.35 14.0 0.46 14.5 0.60 18.1 4.88 10.3 3.3 360 21.4 345 294 319

最小 0.07 2.0 0.12 4.0 0.15 4.5 0.18 1.9 3.68 3.6 0.2 1 6.3 23 256 228

St-4　(観測波数=39,845波)

平均 0.15 2.9 0.25 5.2 0.35 7.3 0.48 9.0 4.59 8.0 2.06 80 24.7 229 316 296

最大 0.25 4.7 0.42 8.5 0.66 12.1 0.96 17.2 5.17 13.3 4.40 359 42.6 354 328 332

最小 0.08 1.6 0.13 2.0 0.18 2.3 0.25 1.1 4.12 4.5 0.20 0 10.8 73 297 278

最大流
平均波向
(°)

主波向
(°)

最高波
水深
(m) 標準偏差

平均流平均波 有義波 1/10最大波

表-１ 波高観測結果のまとめ 
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（６）波高観測結果のまとめ 

 

 

 



 

資料７－１－３： 港内静穏度電算解析結果 

82 84 84 85 85

82 85 86 86 82 69 57 50 47 44 43 41 39 38 37

84 86 87 86 79 68 59 53 49 47 44 42 41 38 37

84 87 88 86 80 70 62 55 50 47 43 43 43 41 38

86 88 90 87 81 73 64 56 51 48 45 44 43 43 43

87 91 91 88 81 76 67 60 53 49 45 44 43 43 43

87 96 93 90 86 79 69 60 53 50 47 44 43 43 43

97 98 96 96 88 81 72 60 54 50 45 44 43 42 43

97 97 96 94 88 80 55 50 47 43 43 41 41

波高＝70cmを越える範囲

波高＝41～70cm

波高＝40cm以下（※要求静穏度を満たす範囲）

ケース　Ａ　：　東側港口を閉鎖した場合

N

NW, H=80cm,

0 20 40

＜入射波浪条件＞
波向＝NW、　Smax=75、　入射波高＝80cm
周期＝10sec、水深＝5m（H.W.L.時）

 

 

周期10秒・入射波高0.9m・水深5m

93 93 92 92 92
防波堤50m延伸

93 93 94 94 92

92 94 95 94 86 69

93 94 96 93 83 68 56 47

94 96 95 92 82 70 58 50 45 42 41 35 26 23 22 22 21 21 22 22

95 97 96 92 82 70 59 51 46 42 42 35 28 24 23 22 22 22 22 22

96 97 95 91 82 72 62 53 48 43 42 38 32 28 25 24 24 24 24 25

96 97 94 92 84 73 65 57 50 43 42 40 35 32 29 27 27 27 27 31

96 96 94 90 84 76 66 58 52 42 42 40 38 35 32 31 30 31 32 34

96 97 94 91 85 76 68 60 34 37 39 38 36 35 34 34 33 33 35

95 95 95 91 86 78 69 62 29 32 35 38 38 37 36 35 36 35 34

95 95 94 92 87 79 73 64 25 29 38 38 39 38 38 37 36 36 37

波高＝70cmを越える範囲

波高＝41～70cm

波高＝40cm以下（※要求静穏度を満たす範囲）

ケース　Ｂ：　防波堤５０ｍ延長　（周期＝10sec)

0 20 40

50m
N

25m

NW, H=90cm,
＜入射波浪条件＞
波向＝NW、　Smax=75、　入射波高＝90cm
周期＝10sec、水深＝5m（H.W.L.時）
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周期19秒・入射波高0.77m・水深5m

80 80 80 80 80
防波堤50m延伸

82 82 82 82 81

82 82 82 82 81 75

84 83 84 83 79 75 67 59

85 85 85 82 78 72 67 60 55 50 46 38 36 34 33 32 32 30 29 29

84 85 84 82 79 72 66 61 56 52 46 42 38 35 35 33 32 31 30 30

85 85 85 82 78 72 67 62 57 50 46 42 40 38 35 35 34 32 32 31

84 85 84 82 78 72 68 62 59 49 46 44 40 38 38 35 35 34 35 37

85 85 85 82 79 74 69 64 60 48 45 43 42 39 38 37 36 36 36 38

85 85 85 82 79 75 69 64 39 40 42 43 41 39 38 37 38 37 38

85 85 85 82 80 75 72 70 35 37 42 42 42 40 38 38 38 38 39

85 85 85 83 79 77 73 70 33 35 42 43 43 40 39 38 38 39 42

波高＝70cmを越える範囲

波高＝34～70cm

波高＝33cm以下（※要求静穏度を満たす範囲）

※19秒のうねりの入射時には、1.2倍程度の共振が認めらるため、要求静穏度を40cm/1.2＝33cm以下とした。

ケース　Ｃ：　防波堤５０ｍ延長　（周期＝19sec)

0 20 40

50m
N

25m

NW, H=77cm,
＜入射波浪条件＞
波向＝NW、　Smax=75、　入射波高＝77cm
周期＝19sec、水深＝5m（H.W.L.時）

 

 

周期10秒・入射波高0.9m・水深5m

93 93 93 92 92
防波堤60m延伸

92 93 94 94 91

93 94 95 94 86 71 57

92 94 96 94 86 72 58 50 42

94 96 96 93 84 73 60 50 47 41 40 40 25 22 22 21 20 20 20 20 21

95 97 97 91 84 74 62 53 47 42 40 39 30 25 22 21 21 20 22 22 22

96 96 96 92 84 76 64 56 50 40 40 38 32 27 24 22 22 22 22 23 22

96 96 95 92 84 76 66 58 52 40 40 39 34 30 27 25 24 24 24 25 28

95 97 95 92 86 76 68 59 54 40 40 39 36 32 30 29 27 27 28 29 30

95 97 94 93 86 78 70 61 35 38 38 37 34 33 32 30 30 30 31 31

95 95 95 93 87 79 72 65 30 33 36 36 36 35 33 32 32 32 32 31

94 95 95 93 87 82 74 66 27 30 33 39 38 37 36 34 33 32 32 33

波高＝70cmを越える範囲

波高＝41～70cm

波高＝40cm以下（※要求静穏度を満たす範囲）

ケース　Ｄ：　防波堤６０ｍ延長　（周期＝10sec)

60m

35m

N

NW, H=90cm,

0 20 40

＜入射波浪条件＞
波向＝NW、　Smax=75、　入射波高＝90cm
周期＝10sec、水深＝5m（H.W.L.時）
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周期１９秒・入社波高0.77m・水深5m

80 80 80 80 80
　防波堤60m延伸

81 82 82 80 79

83 82 81 78 73 64 56

83 83 81 77 70 63 55 50 47

84 83 80 75 69 62 57 50 48 46 44 40 31 29 28 26 26 26 25 25 25

84 82 80 74 69 63 56 52 48 46 44 43 35 31 29 29 27 27 26 26 26

84 82 80 74 69 63 57 52 48 46 43 40 36 32 31 30 29 28 28 27 28

84 82 80 75 70 66 59 54 50 47 42 40 36 34 32 31 30 30 30 30 33

83 81 80 76 71 66 61 55 50 41 40 38 36 35 33 32 32 32 32 32 35

83 82 80 78 73 68 62 56 36 37 37 36 35 34 34 33 33 34 34 35

82 82 80 77 74 70 67 64 32 34 35 36 36 35 35 35 34 35 35 35

81 82 80 78 75 71 68 64 31 33 34 38 37 37 36 36 35 35 35 38

波高＝70cmを越える範囲

波高＝34～70cm

波高＝33cm以下（※要求静穏度を満たす範囲）

※19秒のうねりの入射時には、1.2倍程度の共振が認めらるため、要求静穏度を40cm/1.2＝33cm以下とした。

ケース　Ｅ：　防波堤６０ｍ延長　（周期＝19sec)

60m

35m

N

NW, H=77cm,

0 20 40

＜入射波浪条件＞
波向＝NW、　Smax=75、　入射波高＝77cm
周期＝19sec、水深＝5m（H.W.L.時）

 

 

周期１0秒・入社波高0.90m・水深5m

90 93 93 93 92
　防波堤70m延伸

89 92 94 94 91

90 94 95 95 86 72 57

89 94 96 94 86 72 58 50 42 38

91 96 96 93 85 73 60 51 45 40 39 38 39 24 33 20 19 18 18 18 18 19

92 96 97 92 84 75 63 54 47 41 38 38 35 29 24 22 21 20 20 20 20 21

93 96 96 92 85 76 65 56 50 39 39 39 37 32 28 24 23 22 22 22 22 22

93 96 96 92 86 76 67 58 51 39 40 40 39 34 31 28 26 25 25 25 26 26

92 97 95 93 86 77 68 59 53 36 37 39 38 36 32 30 29 28 28 28 29 31

92 96 94 93 87 79 71 61 29 32 35 36 34 33 32 30 30 31 32 32 32

93 95 94 92 87 80 73 65 24 28 31 33 33 33 33 32 32 32 32 32 33

92 95 94 92 87 82 75 69 22 26 28 31 33 36 35 34 34 33 32 32 32

波高＝70cmを越える範囲

波高＝41～70cm

波高＝40cm以下（※要求静穏度を満たす範囲）

ケース　Ｆ：　防波堤７０ｍ延長　（周期＝10sec)

45m

NW, H=90cm,

0 20 40

70mN

＜入射波浪条件＞
波向＝NW、　Smax=75、　入射波高＝90cm
周期＝10sec、水深＝5m（H.W.L.時）
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周期１９秒・入社波高0.77m・水深5m

78 80 80 79 79
防波堤　７０ｍ　延伸

79 81 81 79 75

79 82 80 77 72 64 55

79 82 80 75 69 62 55 50 45

80 82 79 73 69 62 55 51 46 43 40 39 39 28 25 24 23 23 23 23 23 23

80 80 78 74 68 63 57 51 47 43 39 39 35 29 27 25 25 24 24 25 25 25

79 80 78 74 69 63 57 52 48 44 39 38 35 31 28 26 26 25 25 25 26 26

79 81 78 73 69 63 59 53 49 43 38 37 35 32 29 28 27 27 26 27 27 28

79 80 77 75 70 65 59 54 49 38 35 35 33 31 29 28 28 28 28 28 28 29

79 79 78 75 71 65 62 55 29 32 32 32 31 30 28 28 28 28 29 30 31

78 80 79 75 76 68 64 60 26 28 29 29 30 29 30 29 30 30 30 30 31

77 79 78 76 72 68 65 61 25 26 28 28 32 32 32 32 32 31 31 30 31

波高＝70cmを越える範囲

波高＝34～70cm

波高＝33cm以下（※要求静穏度を満たす範囲）

※19秒のうねりの入射時には、1.2倍程度の共振が認めらるため、要求静穏度を40cm/1.2＝33cm以下とした。

ケース　Ｇ：　防波堤７０ｍ延長　（周期＝19sec)

45m

NW, H=77cm,

0 20 40

70mN

＜入射波浪条件＞
波向＝NW、　Smax=75、　入射波高＝77cm
周期＝19sec、水深＝5m（H.W.L.時）
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資料７－１－４： 防波堤等基本設計案 

 

波浪条件および静穏度解析の計算条件 

 

表-１： 波浪条件および潮位条件 

波浪条件 潮位条件 

沖波 入射波 H.H.W.L.＝＋1.35m 

波高 Ho＝5.6m 波高 H’＝0.90m H.W.L.＝＋1.27m 

周期Ｔｏ＝10 sec 周期Ｔ’＝10 sec M.S.L.＝＋0.80m 

秒波向＝NE 波向＝NW L.W.L.＝＋0.33m 

波長 Lｏ＝156m 波長 L＝156m C.D.L.＝±0.00m 

 

表-２： BD 報告書と今回の検討結果における波に関する検討項目 

発生域の諸元 先回 B/D報告書 

(現況 CPCI) 

今回の検討項目とその概要 

発生原因 北東季節風 北東季節風 うねりと共振 

波向 NE NE 

波高 5.6m 5.6m 

周期 10 秒 10 秒 

波の変形計算 ｴﾈﾙｷﾞｰ平衡方程式 ｴﾈﾙｷﾞｰ平衡方程式＋緩

勾配方程式 

作業概要：  波高観測結果、港内擾乱の

レポート、うねり入射の可能性調査など、

多方面の資料と調査結果を分析して定め

た。 

漁港港口での波高 0.67m 0.8m 

(延長防波堤では 0.9m)

 うねり 共振 

計算根拠 5.6mx1.2(Eng 式) 波高観測結果＋緩勾配

方程式 

港口での波高 0.77m 0.77m 

港口での波向 NW(Eng 平衡式より) NW（波高記録より） 同、周期  19 sec 19 sec 

東西港口での波高差 無し 有り。(港内波高記録＋

緩勾配方程式) 

同、波向 NW NW 

うねりの検討 無し 有り。別途計算 岸壁前限界波高 0.40m 0.35m 

港内共振の検討 無し 有り。別途計算 

風波の検討 湾内発生波 湾内発生波 

風速 20m/sec 15m/sec 

風域 2 sec. 漁港から東の商港内 

波高 加算しない 0.27m 

周期 0.4m 2 sec. 

静穏度への加算 加算しない 加算する 

岸壁前限界波高 0.4m 0.4m 

周辺地形の配慮 特に無し 海岸からの反射を考慮 

岸壁前限界波高の定義： 

1) うねりの岸壁前限界波高はエネルギ
ー合成ではなく入射波と岸壁の一次

反射の単純重ね合わせがほぼ 0.4m

であること。 

2) 共振の場合は、共振エネルギーを押
さえる観点から泊地内エネルギーを

通常の２割減とすること。 

 

表-３： ミンデロ漁港の港内静穏度計算に用いた反射率 

対象周期 
施設名／場所 

10 sec. 19 sec. 
備 考 

既設捨石防波堤 0.50 0.60  

捨石突堤 1/1.5 0.50 0.60 

捨石斜面 1/3 0.45 0.60 

捨石斜面 1/6 0.25 0.40 

捨石斜面 1/10 0.20 0.30 

1/1.5 と 1/6 の中間値 

<= 捨石斜面は、岩石海岸を削り、石屑と岩屑で敷き均

したもの。  

ｺﾝｸﾘｰﾄ斜面 1/6 0.30 0.45  

ｺﾝｸﾘｰﾄ斜面 1/10 0.25 0.35  

既設直立岸壁 0.90 1.00  

直立消波護岸 0.50 0.60 通水孔面積 19% 
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資料７－１－５： 平板載荷試験結果 

 
※試験位置は、資料７－１－１： 陸上・海底地形測量図に示す。 

荷重-沈下曲線

-10

-9

-8

-7

-6

-5

-4

-3
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-1

0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

荷重(tｆ/㎡)

沈
下
量
(m
m
)

試験場所：　カーボヴェルデ共和国ミンデロ市
　　　　　　　コバイングレーザ漁業基地
試験地盤深度：現況G.L.±-0.0m　　試験最大荷重：　63.66
tf/m2

試験番号：　【ＰＢ－１】

荷重-沈下曲線
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荷重(tｆ/㎡)

沈
下
量
(m
m
)

試験場所：　カーボヴェルデ共和国ミンデロ市
　　　　　　　コバイングレーザ漁業基地
試験地盤深度：現況G.L.±-0.0m　　試験最大荷重：　70.74
tf/m2

試験番号：　【ＰＢ－２】
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資料７－１－６： 水質試験結果 

 
 

（1）採水地点と条件 

2006年3月13日午前にミンデロ漁港内およびポルト・グランデ湾内の採水（4箇所）を実施した。

採水地点（図 1）とその条件（表 1）は次の通りである。 

 

図 1：採水地点 

 

表 1：採水地点の条件 

採水日 

（年/月/日） 

採水時間 

（CV標準時） 
採水場所 

緯度 

（WGS-84)

経度 

（WGS-84)

水深 

(海図基準面より) 
採水層

2006/3/13 8:37 
WS-1 

（CPCI前） 

16° 52' 

41.5"N 

24° 59' 

48.4"W 
3.0 m 表層 

2006/3/13 8:57 
WS-2 

（ﾐﾝﾃﾞﾛ魚市場前）

16° 53' 

02.2"N 

24° 59' 

26.2"W 
0.6 m 表層 

2006/3/13 9:05 
WS-3 

（INTERBASE前） 

16° 53' 

18.2"N 

24° 59' 

42.0"W 
5.7 m 表層 

2006/3/13 9:17 
WS-4 

（ﾐﾝﾃﾞﾛ湾中央部）

16° 52' 

58.2"N 

24° 59' 

53.8"W 
7.0 m 表層 

 

付－69 



 

（2）結果 

各検査項目と結果は表 2のとおりである。 

 

表 2：採水結果 

  採水地点  WS-1 WS-2 WS-3 WS-4 

 日付 項目 単位 （CPCI前） （ﾐﾝﾃﾞﾛ魚市場前） （INTERBASE前） （ﾐﾝﾃﾞﾛ湾中央部）

1 
ラボ着日 

（年/月/日） 

懸濁物質 

（SS） 
(g/L) 35.7  35.7  35.7  35.7  

2 2006/3/13 
窒素 

（N-NO3
-） 

(mg/L) 3.3  6.4  5.3  10.4  

3 2006/3/13 
リン 

（PO4
-3） 

(mg/L) 0.34  0.50  0.02  0.15  

4 2006/3/13 pH （25℃） 7.6  7.6  7.6  7.6  

5 2006/3/22 n-ヘキサン  5mg/L以下  5mg/L以下 5mg/L以下 

6 
検査日 

2006/3/13 

化学的酸素 

要求量 

（COD） 

(mg/L) 30未満 850 735 782 

7 
検査日 

2006/3/14 

E . Coli (EC) 

大腸菌数 

（24H後ｶｳﾝﾄ） 

（MPN／

100ml） 
0 3.0×106 3.0×103 2.0×103

8 
検査日 

2006/3/15 

E . Coli (TC) 

一般生菌数 

（48H後ｶｳﾝﾄ） 

（MPN／

100ml） 
2.0×104 4.0×106 5.0×104 3.0×104

注）検査結果 出所 

1～4 の項目：  「カ」国首都プライアにある水質検査機関（Instituto Nacional de Gestão de Recursos Hídricos ：

INGRH）へ現地再委託した検査結果。 

5 の項目  ：  日本食品分析センターへ国内再委託した検査結果。 

6～8 の項目 ：  携行機材により現地にて直営で行った結果。COD の計測には、ハック社製多項目迅速水質測

定器（DR/2400）を使用。大腸菌数および一般生菌数の計測には、コンパクトドライ TC 及び EC

（日水製薬）を使用。 
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